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ゆうばり夏まつり にぎわう
8月2日、「ゆうばり夏まつり」が開催され、菓子撒きやステージイベント、子ども縁日などで午前から

多くの家族連れが訪れました。
日没が近づくと会場は一層の熱気に包まれ、櫓を囲んだ輪踊りでは阿呆踊り、黒ダイヤばやし、夕張

こども盆踊り唄が披露され、飛び入り参加も多数。
恒例の打ち上げ花火が夜空を彩り、夏の一日を締めくくりました。
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夕張市立診療所ニュース
2025年

vol.183
９月

９月外来診療体制 【休診】9月18日(木)婦人科　9月1日(月)、22日(月)、毎週木曜日歯科

☎（0123）57－7781　FAX（0123）57－7783
〒068-0425　夕張市若菜8番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari夕張市立診療所お問い合わせ

月 火 水 木 金
総合診療科

歯　　　科午 前

松島・出張医

保屋野
－－

－

－

－

諌山・出張医

出張医

久　原

久　原

諌山・髙野

保屋野

諌山・濱津

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（５・12・19・26日）

循環器内科
（３・17日）

泌尿器科 ※予約不要
（２・９・16・30日）

馬　渕

総合診療科

歯　　　科午 後

出張医

保屋野

諌山 または 松島

保屋野

諌山・濱津

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（５・12・19・26日）

整形外科 ※予約不要
（２・９・16・30日）

整形外科 ※予約不要
（17日）

整形外科 ※予約不要
（４・11・18・25日）

婦人科
（４・11・25日）

馬　渕

※医師は変更となる場合もございます　※土・日・祝は休診です。
※泌尿器科・整形外科以外は予約制です。
※受付時間…8：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…9：30～11：30／12：30～15：00）

諌山 または 松島

もの忘れ外科
（８・22日）

健康長寿祭り　開催決定！！
　市立診療所開催の健康長寿祭り続報です。今年はフリーマーケットや職業
体験、子ども向け縁日などをご用意。皆さんのご来場をお待ちしております！

　9月12日(金)～15日(月)の4日間、
拠点複合施設「りすた」展示ギャラ
リースペースにて『こじか保育園写
真展』を開催します。夕張の春夏秋
冬を思い切り楽しんでいる素敵な子
どもたちの姿をぜひご覧ください！

デンタルエステ(歯肉マッサージ)のご紹介
　デンタルエステ（歯肉マッサージ）とは、口腔内の健康を
維持するために有効なケア方法です。歯茎を優しく刺激す
ることで血行が良くなり、唾液分泌促進や口腔周囲筋の緩
和、リラクゼーション作用など多くの効果効能が期待でき
ます。また、自律神経のバランスが整い、免疫機能の向上に
もつながると言われています。治療やクリーニングの際に
5～10分程度で施術が可能です。気になる方、興味のある
方は市立診療所の歯科衛生士までお声かけください。

【日　時】
【場　所】
【出　店】

2025年９月20日（土）10時 ※雨天決行
夕張市立診療所　正面駐車場（雨天時は院内）
野菜販売、屋台、職業体験、フリーマーケット、子ども向け縁日ゲーム　などを予定

こじか保育園写真展

口の中が乾燥する 口の衰えが心配
顔のたるみが気になる
歯医者に行くと緊張しちゃう

このような症状が気になる方は…

ぜひデンタルエステを
お試しください♪

広報ゆうばり　2025年9月号 ２



＼スマホのお悩みなんでも解決！／
スマートフォン講習会のお知らせ

　夕張市在住の初心者の方へ向けたスマートフォンの使い方が
学べる講座を開催します。これからスマートフォンを使ってみた
いと検討されている方や、操作に不安を感じている方は、この機
会に安心・安全なスマートフォンの使い方を学んでみませんか？ 

開催日時 会　　　場 主な内容

10月15日（水）
13：00～16：00

拠点複合施設りすた
多目的室2

10月22日（水）
13：00～16：00

夕張市役所　4階
第1、2会議室

①基本操作、カメラ、インターネット
の使い方

② アプリとLINEの使い方
③ 防災サイトの使い方
④ 使い方の個別相談　など

※講習会の内容は2日間とも同じです。

講師　株式会社はまなすインフォメーション

参加費：無料
定　員：各回10名
持ち物：スマホ(無くてもOK)

▼ 参加申込はコチラへ
1週間前までに「参加日程、氏名、年齢、住所、連
絡先、スマートフォンの有無」をお伝えください。

市情報管理係　☎52－3140

● 新しいＡＬＴを紹介します！ ●

氏名　Dominic Mario Flores

出身　アメリカ
　　　カリフォルニア州 プレザントン
趣味　ハイキング、バイク、ゲーム、アニメ

問合せ先　市社会教育係　☎57－7711

（ドミニク・マリオ・フロレス）

みなさん、こんにちは。ドミニク・マリオ・フロレスです。
ここ夕張で英語を教えることができることに、とてもわく
わくしています。ぜひ、みなさんと友達になりたいです。
　私は、カリフォルニア州のプレザントンという町の出身
です。プレザントンは、とても良い気候で有名です。趣
味は、ハイキング、バイクに乗ること、テレビゲーム、そ
してアニメです。
　ノースカロライナ大学シャーロット校を卒業したばかり
です。日本語を専攻していたので、少しですが日本語を
話すことができます。夕張にいる間にもっと上達させたい
と強く思っています。また、私はボーイスカウトの最高峰
であるイーグルスカウトでもあります。
　日本に住むことがずっと夢だったので、できる限り多く
の場所を訪ねてみたいです。日本食が本当に好きなので、
新しく出会うものもたくさん食べてみたいです。特に好き
な日本食はお寿司とラーメンです。
　みなさんと仲良くなれることを本当に楽しみにしていま
す。どうぞよろしくお願いします！

広報ゆうばり　2025年9月号３



　

７
月
２
日
、２
年
生
就
職・専
門
学
校

進
学
コ
ー
ス「
商
品
開
発
と
流
通
」の
授

業
で
、夕
張
メ
ロ
ン
苗
育
成
作
業
体
験

を
行
い
ま
し
た
。夕
張
市
農
協
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、紅
葉
山
に
あ
る
夕
張
メ

ロ
ン
見
学
ハ
ウ
ス
、沼
ノ
沢
に
あ
る
メ
ロ

ン
ド
ー
ム
見
学
ハ
ウ
ス
の
２
か
所
に
分

か
れ「
摘
果
」の
作
業
を
体
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
摘
果
」で
は
、大
き
く
育
て
る
メ
ロ
ン

の
実
を
残
し
、そ
の
他
の
実
を
摘
み
取

る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。農
協
の
方
か

ら
丁
寧
な
説
明
を
受
け
た
後
、作
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。摘
む
実
を
農
協
の

方
に
確
認
し
な
が
ら
、慎
重
に
作
業
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

夕
張
市
農
協
の
皆
様
、ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　

７
月
５
日
〜
６
日
に
か
け
て
第
34
回

夕
高
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、本
校
体
育
館
に
て
各
学

年
に
よ
る「
ス
テ
ー
ジ
発
表
」に
始
ま

り
、学
校
祭
実
行
委
員
企
画
で
は
各
学

年
と
先
生
方
の
代
表
に
よ
る「
忠
実
に

再
現
し
て
く
れ
バ
ト
ル
」と「
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
を
目
指
せ
、ち
ょ
い
メ
ロ
ク
イ

ズ
」を
行
い
、そ
の
後
の
生
徒
会
企
画
で

は「
ユ
ウ
リ
ー
グ
」を
行
う
な
ど
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。ま
た
、午

後
か
ら
は
、文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

て
、当
日
行
わ
れ
て
い
た
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
大
会
に
参
加
し
て
い
た
子
ど
も
達
や

そ
の
保
護
者
、地
域
の
方
々
に「
よ
さ
こ

い
」を
披
露
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、一
般
公
開
を
行
い
、各
ク

ラ
ス
が
装
飾
し
た
教
室
で
の「
縁
日
」、

校
舎
全
体
を
使
用
し
様
々
な
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
挑
戦
す
る「
夕
高
祭
の
密
偵（
ス
パ

イ
）」、体
育
館
で
の「
有
志
発
表
」や

「
吹
奏
楽
部
演
奏
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、地
域
の

方
々
に
向
け
て
全
校
生
徒
で「
よ
さ
こ

い
」を
披
露
し
ま
し
た
。縁
日
と
並
行
し

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
、焼
き
鳥
や

焼
き
そ
ば
、フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
の
販

売
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、生

徒
は
地
元
企
業
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
デ
ザ
ー
ト
を
美
味
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
保
護
者
や
地
域

の
方
々
に
来
校
し
て
い
た
だ
き
、生
徒

は
様
々
な
場
面
で
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、保
護
者
の

皆
様
や
地
域
の
方
々
に
は
お
忙
し
い
中

ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
、本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

７
月
17
日
、１
学
年「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」に
お
い
て
、夕
張
市
清
水
沢
地

区
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
は
、一般
社
団
法
人
清
水
沢
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
代
表
理
事
で
あ
る
佐
藤
真
奈

美
様
か
ら
、活
動
内
容
を
学
び
、今
後

の
夕
張
市
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
知

識
を
養
う
た
め
に
、昔
の
写
真
を
ヒ
ン

ト
に
、そ
の
場
所
を
探
し
、地
域
の
方
々

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
な
が
ら
今
と
昔

を
比
較
す
る
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、「
町
の
人
の
温
か
さ
に

も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。も
っ
と
昔
の

こ
と
も
今
の
こ
と
も
知
り
た
い
し
、知
っ

て
お
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
」「
車
に

乗
っ
て
い
た
ら
絶
対
発
見
で
き
な
い
こ

と
が
あ
っ
て
い
い
経
験
だ
っ
た
し
楽
し
か

っ
た
」な
ど
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、未
来

の
夕
張
の
姿
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
、生

徒
た
ち一人一人
が
自
ら
の
探
究
活
動
を

行
っ
て
い
く
た
め
の
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、ご
対
応
い
た
だ
い
た

佐
藤
真
奈
美
様
を
は
じ
め
、イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

２
年
生
・
商
品
開
発
と
流
通

　
　
　

  
夕
張
メ
ロ
ン
苗
定
植
作
業
体
験

第
34
回
夕
高
祭

1
年
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」　

清
水
沢
地
区
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
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「
か
け
が
え
の
な
い
命
を
地
域
で
守
る
た
め
に
」

　

日
本
で
は
、自
殺
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、毎

年
９
月
10
日
か
ら
16
日
を「
自
殺
予
防
週
間
」と

定
め
て「
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対
策
」と
い
う
理
念

を
前
面
に
打
ち
出
し
た
啓
発
活
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

◆
自
殺
は
、誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
問
題

　

私
た
ち
が
日
々
生
活
す
る
中
で
、誰
し
も
が
悩

み
や
不
安
を
抱
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。時
に

は
、そ
の
苦
し
み
が
限
界
を
超
え
、「
生
き
る
の
が

つ
ら
い
」と
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。自
殺
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
、誰

に
で
も
関
わ
る
可
能
性
の
あ
る
、身
近
な
問
題
で

す
。

◆
増
え
る
心
の
悩
み
と
孤
立・孤
独

　

日
本
で
は
毎
年
２
万
人
を
超
え
る
方
が
、自
ら

命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。そ
の
背
景
に
は
、精
神
的
な

不
調
、経
済
的
困
難
、人
間
関
係
の
悩
み
、病
気
な

ど
、複
雑
な
要
因
が
絡
ん
で
い
ま
す
。近
年
で
は
、

若
者
や
高
齢
者
の
孤
立
も
深
刻
な
課
題
と
な
って

い
ま
す
。

　

平
成
29
〜
令
和
３
年
の
５
年
間
で
本
市
に
お

け
る
自
殺
死
亡
数
の
合
計
は
16
人（
男
性
10
人
、

女
性
６
人
）（
自
殺
統
計（
自
殺
日・住
居
地
））平

均
自
殺
率
は
40・1
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国・全
道
的
に
自
殺
死
亡
数
は
減
少
傾
向
で

す
が
、本
市
の
平
均
自
殺
率
は
全
道
17・9
の
約

2・2
倍
、全
国
16・3
の
2・5
倍
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
声
を
あ
げ
る
こ
と
、耳
を
傾
け
る
こ
と
が
支
え

に
な
る

　

悩
み
は
誰
か
に
話
す
こ
と
で
、軽
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。本
市
に
お
い
て
も
専
門
の
相
談
窓

口
を
設
け
て
、悩
み
を
抱
え
る
方
や
そ
の
ご
家
族

を
支
援
し
て
い
ま
す
。道
な
ど
が
実
施
し
て
い
る
、

匿
名
で
相
談
で
き
る
電
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
窓
口
も
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。今
月
号
の
広
報
ゆ
う
ば
り

に「
夕
張
市
こ
こ
ろ
の
健
康・悩
み
事
相
談
窓
口
一

覧
」が
折
り
込
み
に
て
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、身
近
な
人
の
変
化
に
気
づ
き
、「
大
丈

夫
？
」と
声
を
か
け
る
こ
と
も
、大
切
な
支
援
の
ひ

と
つ
で
す
。

◆
あ
な
た
の
気
づ
き
が
、命
を
守
り
ま
す

　

誰
か
の
不
安
や
苦
し
み
に
気
づ
い
た
と
き
、そ
っ

と
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
、私
た
ち
は

一
緒
に
作
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。自
分
自
身

の
こ
と
も
、身
近
な
人
の
こ
と
も
、ど
う
か
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
き
る
こ
と
に
迷
っ
た
と
き
は
、ひ
と
り
で
抱
え

込
ま
ず
、ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。支
援
の

手
は
、必
ず
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
全
国・全
道
と
比
べ
中
高
年
の
女
性
の

自
殺
死
亡
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
も

あ
る
こ
と
か
ら
、６
月
よ
り
婦
人
科
医
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
と
カ
ラ
ダ
の
健
康
相
談
と
し
て「
こ
こ
カ
ラ

相
談
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
何
と
な
く
調
子
が
悪
い
の
は
年
齢
の
せ
い
？
」

「
月
の
う
ち
半
分
以
上
体
調
や
気
分
が
す
ぐ
れ
な

い
」な
ど
、女
性
特
有
の
カ
ラ
ダ
の
仕
組
み
や
メ
ン

タ
ル
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
予
約
制
の
相
談
に
な
り
ま
す
の
で
、

専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
い
方
、話
を
き
い

て
み
た
い
方
は
市
保
健
係（
☎
52
―
3
1
0
6
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
師　

馬　

渕　

知　

美

　懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート
（宮前町39 宮コ23）に持参いただくか、市役所地域振興
係でも受け付けています。
※広報掲載の写真を毎月拠点複合施設りすたで展示しています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」 https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）

（市地域振興係　☎52－3141）

「夕張駅構内でD51とキハ22の競演」
土屋義次さん所蔵、1970年代前半

▼この写真は下記でもご覧いただけます。

「夕張駅構内でD51とキハ22の競演」「夕「夕張駅構駅構内でD51とキハ22の競演ハ22の2のの競演競演」
「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」

演」演」
」Episode 86
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地域資源をつなぎながら 支えあい活動の推進をしています

令和７年９月吉日

夕張市生活支援コーディネーター　谷口・山田
社会福祉協議会内（☎56－6004） よりぬき

みんなで

第 号８１

7/29㈫ 拠点複合施設りすたにて、オレン
ジの会主催のオレンジカフェが開催され
ました。冷たい飲み物が提供され、涼み
ながら脳トレや最近テレビなどで報道さ
れている時事問題のほか後半には手と脳
を使った脳トレも行われました。

7/11㈮ 農業研修センターにて、月２回
活動の長寿会にお邪魔しました。今回
は市の介護予防による講話と体操のあ
と、沼ノ沢市街にある「小桜猫ゆうば
り」のカフェで誕生会が行われ、カレー
ライスでお祝いをしました。

7/16㈬ 南部コミュニティーセンターにて、市
の介護予防事業による健康講座と地域活性
化対策実行委員会による「あつマルシェ in南
部」が開催されました。生鮮食料品やキッチ
ンカーの移動販売、保健福祉課による健康相
談が行われ、多くの住民が集まりました。

広報ゆうばり　2025年9月号７



旧南支所リサイクルコーナー、
　　週末と連休中は施錠します

大 事 なお 知らせ

いつも旧南支所リサイクルコーナーをご利用いただきありがとうございます。
これまで24時間常時使用できるように開放してきましたが、不法投棄やマナ
ー違反が後を絶たないため、やむを得ず開放時間に制限を設けます。
今後は、週末や連休前にはコーナーを施錠し、休み明けに開錠することにい
たします。

　市としても、できるだけ長く便利にご利用いただけるよう努力してきましたが、一部の心

ない投棄によって、地域全体に迷惑がかかってしまっているのが現状です。

　このままマナー違反が続くようであれば閉鎖も検討せざるを得ません。

　どうか、ご理解とご協力をお願いいたします。

　みんなで守るルールで、夕張のまちをきれいにしていきましょう。

・対　象：旧南支所リサイクルコーナー
・変更日：令和７年９月１日から
・施錠するタイミング：土日含む連休前日の午後から休み明けの午前中まで 
※週の間の祝日は、施錠を行いません。

【変更内容】

～ ご理解とご協力のお願い ～

問合せ先　市環境生活係　☎52－3108
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粗大ごみ(大型ごみ)収集の
日程が決まりました！

粗大ごみ用処理券（1枚200円）を品目ごとに定められた金額分
(200円・600円・1000円)貼って、当日の午前8時までに各戸ゴ
ミステーションに出してください。

①一般ごみ収集のような「音楽」は流れません。
②ごみ処理券の貼付不足・貼付する処理券間違いの場合は回収しません。
　※使用できない指定ごみ処理券（160円、1,600円、3,000円、10,000円）
　※対象品目ごとの料金については、ごみ分別辞典の11ページをご参照ください。
　※その他の対象品目については、ごみ分別辞典の14ページ以降をご参照ください。
③出し忘れによる再収集は行いませんので、ご注意ください。
④小型家電製品は市内にあるリサイクルコーナーへ出してください。
　また、テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンは粗大ごみとして出せません。

収　集　地　区収　集　日

10月７日（火）

10月８日（水）

10月９日（木）

社光、住初、本町、旭町、昭和、末広、鹿の谷、千代田、若菜、
常盤、平和、日吉、富野、南部

清水沢（全地区）、南清水沢

沼ノ沢、真谷地、紅葉山、楓、登川、滝ノ上

粗
(2
ミ

【使用できる指定ごみ処理券】

【粗大ごみを出す際の注意点】

問合せ先　市環境生活係　☎52－3108
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広報ゆうばり

内内容 日日時 所場所 対対象 定定員 料料金 申申込 　電話 〆締切 他

内

日

所

その他

催　し

「広報ゆうばり かわら版」は、市民の皆さんの文化活動などの支援を目的とし、
市民の皆さんが行う講座や催し、サークルの会員募集など、市民の皆さんを対象
としたお知らせを掲載するページとして広く開放します。

夕張出身の作家：中野雄次の
絵画など、表現豊かな作品を一
挙にご覧いただける個展です。
フランスなど、世界を旅した絵画
もありますので、ぜひ、ご清覧く
ださい。本事業は「幸福の黄色い
ハンカチ基金」助成事業です。

9月22日（月）～29日（月）
9：00～18：00

（最終日は正午まで）
拠点複合施設りすた
展示ギャラリー

中野雄次 個展

内

日
所

　

催　し

全道から集まる予選を勝ち
抜いた70名程の選手による歌
謡大会です。ゲストに歴代のチ
ャンピオンやプロもお招きし、
歴史ある本大会の夕張開催を
彩ります。皆さまのご来場をお
待ちしております。

９月28日（日） 10：00開演
ゆうばり文化スポーツ
センター
090－9087－3276

（事務局 佐藤）

北海道大衆歌謡グランド
チャンピオン夕張大会

「広報ゆうばり かわら版」
掲載募集

掲載を希望する方は、掲載希望
月の前々月20日から前月5日
までに申込書を提出してくだ
さい（必着）。
　申込書と掲載ルールは市ホ
ームページ、市総務係、南支所、
ふれあいサロンで掲載・配布し
ています。
提出・問合せ先

市総務係 52－3170
夕張市本町４丁目２番地
　　　　　 （４階42番窓口）
ybrsom@city.yubari.lg.jp

『ここで唐揚げ弁当を食べないでください』　小原晩/著　実業之日本社

・国宝（吉田修一）　・熟柿（佐藤正午）　・織部の妻（諸田玲子）
・嘘つきは同じ顔をしている（和田正雪）　・フロントライン（増本淳）
・どうせ世界は終わるけど（結城真一郎）
・受け手のいない祈り（朝比奈秋）　・武闘刑事（中山七里）
・蒼天のほし（いとうみく）　・この配信は終了しました（青本雪平）

☆新しく入った本

ゆうばり図書まつり
　一万部を突破した伝説的ヒットの自費出版エ
ッセイ集。
　著者の東京での生活を中心に、若さゆえの愚
かさやぼんやりした不安、空回りしてしまうみっ
ともなさや気恥ずかしさを、軽快かつのんきな
文体で綴る40編。特別感のない日常にも素敵な
一瞬が溢れていることに気づかされる。

　「おたのしみ劇場ガウチョス」に
よるマリオネット劇場や語り、工作
コーナーや絵本の読み聞かせな
ど、子どもから大人まで楽しめる
内容です。

と　き

ところ

10月4日（土）
午前10時から午後４時
拠点複合施設りすた
ゆうばりっ子ひろば

新着図書のご紹介

問合せ先　りすた図書館　☎57－7583
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『
ゆ
る
リ
ラ
講
座
』

初
め
て
参
加
す
る
か
た
向
け

　
　
　

 

コ
ー
ス
の
お
知
ら
せ

市
外
線
デ
マ
ン
ド
交
通
に

　

係
る
富
野
地
区
で
の

　
　

市
内
間
利
用
に
つ
い
て

流
木
無
料
配
布
の
ご
案
内

　

夕
張
市
で
は
市
民
の
健
康
寿
命
延

伸
を
め
ざ
し
元
気
で
充
実
し
た
毎
日

を
送
れ
る
よ
う
、身
体
を
楽
し
く
動
か

し
な
が
ら
若
々
し
い
心
身
の
維
持
を
め

ざ
す『
ゆ
る
リ
ラ
講
座
』を
65
歳
以
上

の
市
民
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、初
め
て
参
加
す
る
か
た

の
た
め
の『
ゆ
る
リ
ラ
講
座
』を
開
催
し

ま
す
。日
頃
、運
動
を
し
た
こ
と
の
な
い

か
た
、運
動
が
苦
手
と
い
う
か
た
に
も

無
理
な
く
行
え
る
内
容
で
、固
く
な
っ

た
筋
肉
を
ゆ
る
め
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

行
え
る
軽
運
動
か
ら
始
め
て
い
き
ま

す
。「
今
の
元
気
を
維
持
し
た
い
」、「
年

齢
を
重
ね
る
ご
と
に
体
力
の
低
下
を

感
じ
て
い
る
」と
い
う
か
た
は
、今
が
始

め
時
で
す
。

　

専
門
の
講
師
が
わ
か
り
や
す
く
指

導
し
ま
す
の
で
、こ
れ
ま
で
参
加
し
た

こ
と
の
な
い
か
た
は
、初
め
て
参
加
す
る

か
た
向
け
の
講
座
に
、ぜ
ひ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。日
程・会
場
は
次
の
と
お
り

で
す
。

対　

象　

夕
張
市
民

持
ち
物　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、飲
み
物

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装

料　

金　

無
料

そ
の
他　

日
程
の
変
更・中
止
の
場
合

は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

37・５
℃
以
上
の
発
熱
や
風
邪
症
状

な
ど
の
体
調
不
良
が
あ
る
場
合
は
、参

加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　

今
後
の
開
催
予
定
に
つ
い
て
は
随

時
、広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
包
括
支
援
係

 

☎
52
―
3
1
0
7

　

市
外
線
デ
マ
ン
ド
交
通
の
市
内
間
利

用
に
つ
い
て
は
、富
野
地
区
の
住
民
の
方

の
み
と
し
て
い
ま
し
た
が
、令
和
７
年

９
月
１
日
よ
り
富
野
地
区
で
乗
降
す

る
場
合
に
限
り
、利
用
者
登
録
を
さ
れ

て
い
る
全
て
の
方
が
利
用
で
き
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

対
象
者

　

市
外
線
デ
マ
ン
ド
交
通
の
利
用
者
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方

市
内
間
の
利
用
条
件

　

富
野
地
区
で
乗
車
ま
た
は
降
車
す

る
場
合

・
利
用
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

・
市
外
線
デ
マ
ン
ド
交
通
の
時
刻
表
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

富
野
地
区
の
乗
降
場
所

・
一
線
の
沢
付
近

・
富
野
付
近

・
天
理
教
前
付
近

・
二
岐
橋
付
近

料　

金　

片
道
２
０
０
円

市
外
線
デ
マ
ン
ド
交
通
予
約
先

　

Ｔ
Ａ
Ｘ
Ｉ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
株
式
会
社

（
市
外
線
デ
マ
ン
ド
交
通
予
約
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
）

☎
0
1
1
―
5
9
6
―
7
6
7
2

問
合
せ
先　

市
地
域
振
興
係

 

☎
52
―
3
1
4
1

　

夕
張
シ
ュー
パロ
ダ
ム
で
は
施
設
管
理

の
た
め
ダ
ム
湖
内
に
流
入
し
た
流
木
を

回
収
し
、
一
般
の
方
を
対
象
に
無
料

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

９
月
20
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
少
雨
決
行

場　

所　

シ
ュー
パロ
湖
流
木
置
き
場

※
シ
ュ
ー
パロ
ト
ン
ネ
ル
出
入
口
か
ら
進

入
ゲ
ー
ト
ま
で
車
で
約
10
分

※
道
路
通
行
規
制
区
間
の
看
板
と
ゲ

ー
ト
が
目
印
で
す
。

利
用
ル
ー
ル
な
ど

　

作
業
中
の
事
故
な
ど
は
利
用
者
各

自
の
責
任
と
な
り
ま
す
。全
量
有
効

利
用
し
不
法
投
棄
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。営
利
目
的
の
利
用
は
お
断
り
し
ま

す
。来
場
は
普
通
乗
用
車
、軽
ト
ラ
ッ

ク
、ユ
ニ
ッ
ク
車（
２
ｔ
、４
ｔ
以
下
）と

し
、切
断
用
具
は
各
自
で
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

当
日
は
入
口
に
て
、以
上
の
内
容
の

同
意
書
に
記
入
を
い
た
だ
い
て
か
ら
入

場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他　

流
木
が
無
く
な
り
次
第
配

布
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。流

木
チ
ッ
プ（
土
に
近
い
状
態
の
も
の
）も

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

夕
張
川
ダ
ム
総
合
管
理
事
務
所

 

☎
55
―
5
1
5
1

場　　所 実　施　日 開 催 時 間 申込受付期間

10月9日(木)

10月16日(木)

参加対象者

・初めて参加する
かた

・昨年または今年
から初めて参加
のかた

9月4日～10月1日
※申込が定員に達した

場合、受付は終了し
ます。

りすた
（定員45名）

午後1：15～2：45
(受付12：45～)

ゆるリラ講座　りすた第2クール　初めて参加するかた向けの講座

10月23日(木)

場　　所 実　施　日 開 催 時 間 申込受付期間

10月29日(水)

11月13日(木)

9月4日～10月1日
※申込が定員に達した

場合、受付は終了しま
す。

りすた
（定員45名）

午後1：15～2：45
(受付12：45～)

ゆるリラ講座　りすた第2クール　従来どおりの講座

※10月29日のみ水曜日の開催
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年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　
　
　
　
　

制
度
に
つ
い
て

ど
さ
ん
こ・子
育
て
特
典

　
　
　
　

制
度
の
ご
案
内

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、公

的
年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額
が一
定

基
準
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を

支
援
す
る
た
め
に
、年
金
に
上
乗
せ
し

て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。案
内
や
事
務
手
続
き
は
、

日
本
年
金
機
構（
年
金
事
務
所
）が
実

施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

【
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

で
以
下
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

方
】

・
65
歳
以
上
で
あ
る
。

・
世
帯
員
全
員
が
、市
町
村
民
税
が

非
課
税
と
な
って
い
る
。

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の

合
計
が
約
90
万
円
以
下
で
あ
る
。

【
障
害
基
礎
年
金・遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
で
以
下
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
方
】

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
９
万
円

以
下
で
あ
る
。

請
求
手
続
き

・
年
金
を
受
給
中
の
方 

　

対
象
に
な
る
方
に
は
、日
本
年
金
機

構
か
ら
９
月
初
旬
頃
か
ら
請
求
可
能

な
旨
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

　

同
封
の
は
が
き（
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
請
求
書
）に
記
入
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。令
和
８
年
１
月
５
日
ま
で

に
請
求
手
続
き
が
完
了
し
ま
す
と
、令

和
７
年
10
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
年
金
を
受
給
し
始
め
る
方 

　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年

金
事
務
所
ま
た
は
市
町
村
で
請
求
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。　

◆
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご

注
意
く
だ
さ
い

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

が
、電
話
で
家
族
構
成
や
金
融
機
関
の

口
座
番
号・暗
証
番
号
を
お
聞
き
し
た

り
、手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

問
合
せ
先

岩
見
沢
年
金
事
務
所

☎
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ル
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ど
さ
ん
こ・子
育
て
特
典
制
度
と
は

　

北
海
道
で
は
、全
道
各
地
の
企
業
・

施
設
の
方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
、社
会
全

体
で
子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る
取
組

み
と
し
て
、「
ど
さ
ん
こ・子
育
て
特
典

制
度
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、妊
娠
中
の
方
も
し
く

は
18
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯

が
、買
い
物
や
施
設
な
ど
を
利
用
す
る

際
に
、特
典
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と

で
協
賛
店
舗
か
ら
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
、子
育
て
を
応
援
す
る
取

組
み
で
す
。

　

令
和
７
年
７
月
１
日
か
ら
対
象
年

齢
が
18
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
ま
で
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
世
帯

・
妊
娠
中
の
方
が
い
る
世
帯

・
18
歳
以
下（
18
歳
に
達
す
る
日
以

降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）の
お

子
さ
ん
が
い
る
世
帯

※
協
賛
店
舗
に
よ
っ
て
利
用
対
象
の
範

囲
は
異
な
り
ま
す
。

特
典
カ
ー
ド
の
配
付
方
法

　

特
典
カ
ー
ド
は
母
子
手
帳
交
付
時

に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

制
度
改
正
や
紛
失
に
伴
い
新
た
に

取
得
さ
れ
た
い
方
は
、窓
口
で
の
受
取

り
に
よ
り
取
得
で
き
ま
す
。希
望
さ
れ

る
方
は
、市
子
ど
も・
子
育
て
支
援
係

（
拠
点
複
合
施
設
り
す
た
内
）に
て
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
、直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
お
申
込
み
の
際
、学
生
証
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
お
子
さ
ん
の
年

齢
を
確
認
で
き
る
も
の
の
提
示
を

お
願
い
し
ま
す
。

利
用
方
法

　

協
賛
店
ス
テ
ッ
カ
ー
の
掲
示
さ
れ
て

い
る
協
賛
店
舗
で
特
典
カ
ー
ド
を
掲
示

す
る
こ
と
に
よ
り
、特
典
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
護
者
だ
け
や
お
子
さ
ん
だ
け
で
の

利
用
も
で
き
ま
す
。

※
協
賛
店
に
よ
っ
て
は「
特
典
カ
ー
ド
」

と
と
も
に
、お
子
さ
ん
の
年
齢
な
ど

を
証
明
す
る
も
の
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

協
賛
店
舗
と
特
典
サ
ー
ビ
ス（
随
時

変
更
あ
り
）

　

協
賛
店
舗
に
は
協
賛
ス
テ
ッ
カ
ー
が

掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、特
典
を
受

け
る
際
の
目
印
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

協
賛
店
舗
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
特
典

（
料
金
割
引
、プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
）を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。特
典
内
容
は
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご

利
用
の
際
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

道
内
の
協
賛
店
と
特
典
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、「
北
海
道
公
式
子
育
て
支
援

サ
イ
ト
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｕ（
ハ
グ
ク

ム
）」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
内
協
賛
店
舗

・
夕
張
市
石
炭
博
物
館

　

特
典
カ
ー
ド
持
参
の
お
子
さ
ん（
小

学
生・乳
幼
児
）に
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

◆
市
内
の
協
賛
店
を
募
集
し
て
い
ま

す

　

市
で
は
、子
育
て
世
帯
へ
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
協
賛
店
、企

業
、施
設
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、担
当
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
係
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『どさんこ・子育て特典制度』
市ホームページ

『北海道公式子育て支援サイト
Hagukumu』
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宮
前
町
浴
場
の

　
　
　
　

閉
鎖
に
つ
い
て

認
知
症
に
な
っ
て
も

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　

ま
ち
を
目
指
し
て

令
和
７
年
国
勢
調
査
に

　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

宮
前
町
浴
場
は
、令
和
７
年
８
月
31

日（
日
）を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
、長
ら
く
宮
前
町
浴
場
を

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
て
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
宮
前
町
浴
場
で
入
浴
券
を
購
入
さ

れ
た
方
へ

　

令
和
７
年
３
月
14
日
以
前
に
宮
前

町
浴
場
で
購
入
さ
れ
た
入
浴
券
は
、各

浴
場（
真
谷
地
、清
陵
）で
も
ご
利
用
で

き
ま
す
。

○
真
谷
地
浴
場

住　

所　

沼
ノ
沢
4
3
1
番
地
１

営
業
時
間

　

午
後
３
時
30
分
か
ら
８
時
ま
で

営
業
日

　

毎
週
月
曜
日・水
曜
日・金
曜
日

○
清
陵
浴
場

住　

所　

清
水
沢
清
陵
町
62
番
地
６

営
業
時
間

　

午
後
４
時
か
ら
８
時
30
分
ま
で

営
業
日

　

毎
週
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係
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「
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る

た
め
の
認
知
症
基
本
法
」が
昨
年
施
行

さ
れ
、９
月
21
日
を「
認
知
症
の
日
」、

９
月
を「
認
知
症
月
間
」と
定
め
て
い

ま
す
。こ
の
期
間
を
中
心
に
認
知
症
の

理
解
と
関
心
を
深
め
る
取
組
み
を
行

い
ま
す
。

〇
認
知
症
普
及
啓
発
研
修
会

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、個
性
を
尊
重

し
支
え
合
い
な
が
ら
希
望
を
持
っ
て
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
新
た
な

認
知
症
観
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
く
生
活
す
る
た
め
に
、

認
知
症
に
対
す
る
知
識
と
対
応
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。　

日　

時　

９
月
27
日（
土
）

　

午
後
１
時
〜
３
時
10
分

場　

所　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

参
加
対
象

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

参
加
費
用　

無
料

申
込
方
法　

次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
Ｆ

Ａ
Ｘ
送
信
す
る

※
申
込
書
は
市
役
所
、南
支
所
、各
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
あ
り
ま
す
。

②
電
話
で
申
込
む

講
演
内
容　

・「
介
護
体
験
」

・「
認
知
症
の
人
の
思
い
、家
族
の
思

い
」な
ど

（
講
師　

北
海
道
認
知
症
の
人
を
支

え
る
家
族
の
会
会
員
）

◆
り
す
た
図
書
館
に
特
設
コ
ー
ナ
ー

　

９
月
１
日
〜
30
日
の
期
間
、り
す
た

図
書
館
に
認
知
症
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
す
。ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。申

込
・
問
合
せ
先　

市
包
括
支
援
係
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日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
と

世
帯
を
対
象
に「
令
和
７
年
国
勢
調

査
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

目　

的　

社
会
福
祉
や
雇
用
政
策
、

防
災
対
策
な
ど
、私
た
ち
の
暮
ら
し
に

関
わ
る
施
策
の
基
礎
的
な
資
料
と
し

て
幅
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
方
法
に
つ
い
て

　

国
勢
調
査
の
実
施
の
た
め
、調
査
員

が
市
内
全
世
帯
へ
説
明
に
伺
い
ま
す
。

　

調
査
に
回
答
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

統
計
法
に
よ
り
厳
重
に
保
護
さ
れ
、市

職
員
や
調
査
員
が
他
に
漏
ら
し
た
り

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他　

調
査
票
の
内
容
は
、統
計
の

作
成
に
関
す
る
目
的
以
外
で
は
使
用

し
ま
せ
ん
。国
勢
調
査
は
法
律
に
基
づ

き
回
答
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。折

込
チ
ラ
シ
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
総
務
係
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共
同
浴
場
の

　
　
　

無
料
入
浴
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
定
額
減
税

　

不
足
額
給
付
金
に
つ
い
て

　

敬
老
の
日
は
、共
同
浴
場
の
無
料
入

浴
を
実
施
し
ま
す（
対
象
者
に
限
り

ま
す
）。

実
施
日　

９
月
15
日（
月・祝
）

実
施
浴
場

　

真
谷
地
浴
場
、清
陵
浴
場

対
象
者

　

65
歳
以
上
の
方
、小
学
生
以
下
の
お

子
さ
ん

※
対
象
者
と
入
浴
す
る
65
歳
未
満
の

介
護
者
・
保
護
者
は
通
常
料
金
と

な
り
ま
す
。

入
浴
方
法　

対
象
者
は
、受
付（
番

台
）に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係
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令
和
６
年
度
定
額
減
税
調
整
給
付

（
当
初
調
整
給
付
）に
際
し
、推
計
額

を
用
い
て
算
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、結

果
と
し
て
支
給
額
に
不
足
が
生
じ
た

方
な
ど
に
対
し
て
、そ
の
不
足
分
を
支

給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

﹇
対
象
者
Ⅰ
﹈

　

当
初
調
整
給
付
の
算
定
に
際
し
、令

和
５
年
所
得
な
ど
を
基
に
支
給
額
を

推
計
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、令
和
６

年
分
所
得
税
額
お
よ
び
定
額
減
税
の

実
績
額
な
ど
が
確
定
し
た
後
に
、給
付

所
要
額
と
当
初
調
整
給
付
額
に
差
額

が
生
じ
た
方

﹇
対
象
者
Ⅱ
﹈

　

以
下
の
①
か
ら
③
を
す
べ
て
満
た
す

方①
令
和
６
年
分
所
得
税
額
お
よ
び
令

和
６
年
度
分
個
人
住
民
税
所
得
割

額
と
も
に
定
額
減
税
前
税
額
が
０

円
で
あ
る

②
税
制
度
上
、扶
養
親
族
に
該
当
し

な
い

③
低
所
得
世
帯
等
給
付
金
の
支
給
対

象
で
は
な
い（
対
象
世
帯
の
世
帯
主・

世
帯
員
に
該
当
し
て
い
な
い
）

※
令
和
７
年
１
月
１
日
時
点
で
夕
張

市
に
住
所
を
有
し
、該
当
す
る
方
。

※
令
和
６
年
分
所
得
税
額
お
よ
び
令

和
６
年
度
分
個
人
住
民
税
所
得
割

額
の
各
合
計
が
１
８
０
５
万
円
を

超
え
な
い
方
。

支
給
額

﹇
対
象
者
Ⅰ
﹈

　

次
の
①
と
②
の
合
計
を
１
万
円
単

位
に
切
上
げ
た
額

①
所
得
税
分
定
額
減
税
可
能
額
―
令

和
６
年
分
所
得
税
額（
減
税
前
）

②
個
人
住
民
税
所
得
割
分
定
額
減
税

可
能
額
―
令
和
６
年
度
分
個
人
住

民
税
所
得
割
額（
減
税
前
）

※
定
額
減
税
可
能
額
は
、納
税
義
務

者
お
よ
び
扶
養
親
族
数（
控
除
対

象
配
偶
者
お
よ
び
16
歳
未
満
の
扶

養
親
族
を
含
む
）に
基
づ
き
算
定
さ

れ
ま
す
。

・
所
得
税
分

　

３
万
円
×（
本
人
＋
扶
養
親
族
数
）

・
個
人
住
民
税
所
得
割
分

　

１
万
円
×（
本
人
＋
扶
養
親
族
数
）

﹇
対
象
者
Ⅱ
﹈

　

４
万
円（
令
和
６
年
１
月
１
日
時
点

で
国
外
居
住
者
で
あ
っ
た
場
合
は
３
万

円
）

支
給
日

　

お
送
り
す
る
案
内
に
記
載
の
日

申
請
方
法

　

支
給
対
象
者
に
は
８
月
下
旬
か
ら

順
次
、案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

届
き
ま
し
た
ら
内
容
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

本
給
付
金
は
、対
象
者
ご
と
に
案
内

を
送
付
し
、支
給
手
続
き
を
行
い
ま

す
。

　

な
お
、個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
、本
給
付
金
の
支
給
対
象
の
可
否
や

支
給
額
に
つ
い
て
、個
別
で
の
回
答
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

申
請
期
限　

10
月
31
日（
金
）

給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意

・
夕
張
市
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

・
夕
張
市
が
給
付
の
た
め
に
手
数
料

の
振
込
を
求
め
る
こ
と
は
、絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
生
活
保
護
係

 

☎
52
―
3
1
7
7

10月１日からマイナ救急が始まります
　消防本部では健康保険証の利用登録をしているマイナンバーカード（マイナ保険証）を活用した
救急業務（マイナ救急）を実施します。

　マイナ救急は、救急隊がマイナ保険証をタブレット端末で読み込み、専用のシステムから受診歴
や処方薬などの情報を取得することで、より早く的確な救急業務を行うものです。通常の救急搬送
では、現場に到着した救急隊が、患者さんの名前などの基本情報や既往歴・受診歴・処方薬・かかり
つけ病院などを本人または家族から、口頭で聞き取りをします。しかし、急病で苦しんでいたり、意
識を失っている患者さん、高齢の患者さんから情報を聴取するのは容易ではありません。平常時で
は答えられることも慌てていたり、緊張したりしていて、記憶が曖昧になることもあります。救急現
場では一刻を争います。救急隊がマイナ保険証を活用して、患者さんの正確な医療情報を早期に確
認できればより早く医療機関への搬送も可能となります。
　もしもの時に備えマイナンバーカードの取得と健康保険証の利用登録、そして普段からの持ち歩
きにご協力をお願いいたします。

✚マイナ救急とは？

問合せ先　市消防署救急係　☎53－4122
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　8月5日、南空知ベースボールクラブに所属する夕張
中学校2年生4名が、市役所を訪れ、8月13日から滋賀
県彦根市で開催される「第15回全日本少年軟式野球ク
ラブチーム選抜大会（びわこカップ）」への出場を報告
しました。
　北海道代表として臨む初戦は愛知県代表との対戦
で、選手たちは全国初勝利への意気込みを語りました。

　7月29日、セブン‐イレブン・ジャパン主催による小
学生対象のバスツアーが夕張市石炭博物館で開催され
ました。
　日本遺産「炭鉄港」をテーマに、小樽市、札幌市、岩見
沢市などから参加者が訪れ、北海道の産業を支えた歴
史や博物館の模擬坑道を見学。
　学んだことや感じたことを絵日記形式でまとめてく
れました。

全国大会出場を報告 小学生が炭鉄港学ぶバスツアー

　8月2日から17日まで、拠点複合施設りすたで「第4回旧夕張市美術館収蔵作品展」が開催されました。積雪で
倒壊した夕張市美術館に収蔵されていた作品に光をあてる展覧会で、今年のテーマは「夕張ゆかりの書と写真」。
書道家や写真家の作品約90点が並び、炭都・夕張の歴史を伝えました。
　平和炭鉱閉山50周年のミニ展示や作品展に関連する催しも行われ、来場者は作品に映る夕張の姿から、さま
ざまな物語を受け取っていました。

旧夕張市美術館収蔵作品展
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令
和
６
年
度
か
ら
、広
報
記
事
、市
長
コ
ラ
ム
を
通
じ
て「
廃
棄
物
の

減
量
」や「
資
源
物
の
分
別
」を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

振
り
返
り
に
な
り
ま
す
が
、市
で
は
富
野
じ
ん
芥
埋
立
処
分
地
の
延

命
化
を
図
る
た
め
、令
和
６
年
３
月
に
埋
立
容
量
か
さ
上
げ
の
た
め
の

届
出
を
行
い
ま
し
た
。な
ぜ
、か
さ
上
げ
が
必
要
だ
っ
た
の
か
、そ
れ
は

か
さ
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
令
和
８
年
度
中
に
埋
立
て
が
行
え
な
く
な

る
見
通
し
だ
っ
た
か
ら
で
す
。届
出
に
基
づ
く
か
さ
上
げ
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、富
野
じ
ん
芥
埋
立
処
分
地
の
寿
命
は
約
４
年
半
伸
ば
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
言
い
換
え
る
と
か
さ
上
げ
を
実
施
し
て
も
４

年
半
と
い
う
状
況
で
す
の
で
、引
き
続
き
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
ご
み
の

減
量
、排
出
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

市
で
は
令
和
６
年
12
月
、令
和
７
年
１
月
に
処
分
地
に
持
ち
込
ま
れ

た
一
般
ご
み
の
内
容
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。調
査
結
果
は
広
報
ゆ

う
ば
り
令
和
７
年
４
月
号
に
掲
載
し
、市
民
の
皆
様
に
は
ご
覧
い
た
だ

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、本
来
、資
源
と
し
て
分
別
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
源
物
が
14
％
混
入
し
て
い
ま
し
た
。資
源
物
の

人　口 5,974人(－27人)
　男 2,783人(－11人)
　女 3,191人(－16人)

世帯数 3,693世帯(－22世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
10
月
号
は
、

10
月
１
日
に
配
布
し
ま
す
。

令和７年８月１日　現在
夕張市の情報はこちらから

夕張市ホームページ
※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

夕張市 X（旧Twitter）

分
別
に
つ
い
て
は「
ご
み
の
減
量
」や「
再
資
源
化
の
促
進
」を
通
じ
て

「
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る
」こ
と
を
目
的
と
し
て
法
律
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。つ
ま
り
分
別
さ
れ
な
い
こ
と
は
将
来
の
環
境
負
荷
の
み
な
ら

ず
、処
分
地
の
維
持
管
理
費
な
ど
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
事
態

に
な
り
ま
す
の
で
、「
資
源
物
の
分
別
」に
あ
ら
た
め
て
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
市
で
は
市
役
所
や
旧
南
支
所
敷
地
内
な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
、無
料
回
収
品（
電
池
・
蛍
光
管
・
電
球
・
雑
誌
・
本
・
新
聞

紙
・
小
型
家
電
・
古
着
）に
限
り
回
収
す
る
取
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
残
念
な
が
ら
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
で
も
無
料
回
収
品

以
外
の
ご
み
や
物
品
が
不
法
に
投
棄
さ
れ
る
事
案
が
続
い
て
い
ま
す
。

（
広
報
ゆ
う
ば
り
８
月
号
で
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。重
ね
て

の
お
願
い
で
す
！
）

　

先
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、こ
う
し
た
ご
み
の
分
別
は
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、夕
張
市
だ
け
が
厳
し
く
対
応
し
て
い
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ひ
と
手
間
か
か
り
ま
す
が
、地
域
や
環
境
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

可
能
な
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、引
き
続
き
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

夕
張
市
長　

厚　

谷　
　

司

市長コラム

ごみ処分場延命に
引き続きご協力を
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